
あることを菌の増殖力の差異で説明しようとして

いるが、著者等は今回の実験において直接結核菌

の毒力 とは生体内における増殖力昏あるという事

実 を観察し得たのであつて、結核菌の毒力に関与

す る諸因子 中この増殖力 こそは質的要素などの影

響を凌駕するものであると考えるものであるが、

これ らの関係については今後更に検討する計画で

ある。 ・

5結 論
の

喀疫より分離してか ら数年間の継代培養により

弱毒化 した人型結核菌芝157株 と分離して闇もな

い強毒人型結核菌馬場株を、モルモツ トを用いそ

の体内各臓器における結核菌の生菌の消長 と肉眼

的及び病理組織学的所見 とを比較検討 したが、そ

の成績を綜括すると次の通 りである。

(1)強 毒菌株接種群においては弱毒菌接種群

に比 して接種局所の変化、各淋巴腺、各臓器の肉

眼的変化はすべて著明であつた。

(2)淋 巴腺、内臓臓器における生菌の消長か

ら見ると強毒菌株は菌の増殖著 しく、しか もこの

傾向は永 く続き殊に肝、肺においては著明であつ

たが、弱毒菌株では増殖の度合は弱 く、接種後21

日乃至34日 目頃より減少している。

(3)病 理組織学的所見は弱毒株Q方 が結核結

飾の出来方が早 く、殊に肝においては結節中心部

の壊死、Necrobio8isは弱毒菌株接種群のにおV・て

のみみとめられたが、全経過を通じて見ると、強毒

.接種群の方が結核結節の数は=遙かに多かつた。以

上の成績かぢ結核菌の毒力はその菌の生体内にお

ける増殖能力であるとV・うことが幽来ると考える◎

終 りに臨み御指導を賜つた柳沢謙博士に深謝す

るo
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肺結 核患者 の尿 の「ナ トリウ へ・ク ロー ル」商 に対 ず

る人工 氣胸 の影 響

　 .　　　　認　 　 　 　 　 　 慶応義塾大学医学部　内科学教室(主任　大森教授)

　　　　　　　 .　 広　 川　 　俊 　 泰

　 尿 のNaの 定 量 はK膿mer-Gittlelnan氏 法 の

遠 藤 氏 半 減 法 に 、C1の 定 量 はKoranyi-Ruszy-

a且ik氏 法 に よつ た 。被 検 者 は何 れ も、臨 床 医 学 的

検 査 、「ツ」反 応 、 胸 部X線 写 真検 査 等 に よ り、 肺

結 核 と診 断 され た 者 で 、 全部 入 院 させ た 上 、 毎 日

そ の 日の全 尿 を蓄 尿 させ た。 被 検 者 に は検 査 期 聞

中食 事 の制 限 を行 わ なか つた が 、Na及 びClを

含 む薬 の 内 服 並 び に 注射 は行 わ なV・よ うに した◎

人工 気胸 器 は 「グ ラー ス」氏 式 を使 用 した ◎第1・回

目(初 回)の 人 工 気 胸 に は、25cc乃 至200　 ccの

室 気 を、第2回 目 には50cc乃 至400　 ccの 室 気

を、 第2回 目に は200cc乃 至400　 ccの 室 気 を、

第4回 目に は400cc　 の室 気 を、 第5回 目に は

500ccの 室 気 を邊 入 した 。第1回 目の ん工 気胸 と
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第2回 目の人工気胸との間隔は1乃 至3日 置き、

第2回 と第3回 とは1乃 至2日 置き、第3回 と第.

4回 とは1乃 至2日 置き、第4回 と第5回 とは2 .

乃至3日 置きに行つた。 ・ca

第1表 のAは 第1回 目(初 回)の 人工気胸をし

第1表

Bの 平均値の差の検定を推計学の示す所に従つて

検定すると、5%の 危瞼率で第1回 目の人工気胸
NaMolの 平均値は

、その前日のをした日の尿のCI

鉱,撫

例＼
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

A

-

1.000

0。875

1。005

0。965

0,961

1213

0。892

0.926

1.154

0.980

0.930

0。922

0。996

90、974

0。964

1。152

繕1.214

1。036

0。990

0.907

28

%

97

84

24

%

61

58

13

%

25

99

16

48

88

07

75

28

58

粥

1

6

0

8

9

0

9

9

9

9

9

9

9

0

7

0

9

9

0

8

1

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

奪1

0

0

1

0

も

B-一 一..A

十 〇.107

-0。200

十 〇.023

-O.107

-0、015

_0。185

十 〇.043

十 〇.071

-0。170

_0.056

+0.005

十 〇.039

一 〇。038

十 〇。039

_0.168

_0.127

-0.215

-0。120

十 〇。058

-0。019

計 :K)・・56i・9・ ・2・1-…35

・slz均1・ ・e・31 ・釧 一 ・伽

Aは 第1回 目の人工気胸 を した日の前 日の尿の

NaMol

可
賑

Bは 第1回 目の人工気 胸を した 臼の尿の

血M。11
C1'

Aの 平均値 とBの 平均 値 とには有意の差があ る。

た 百の前日即ち未だ肋膜腔内に室気の邊入されて

晦 帽 の知 暑 逝・1であり、Bは 第 ・回目

の人工乗胸をした 日即ち初めて肋膜腔内に室気の

邊入されfeHの 尿の番M・1で ある・B-Aは 人

NaM
o1の 増加工気胸を行つたことによる尿のC1

(負号は減少)を 示す ものである。Aの 平均値と

第2表

例＼
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

%

25

26

幻

28

29

紛

31

A C C-A

伽

舗

働

鰯

躍

㈱

鰯

脇

鎚

螂

瑚

蜘

蜘

蟷

伽

伽

鰯

%

鵬

鵬

脳

㎝

鰯

恥

魏

泌

伽

蹴

鵬

蜘

蜥

1

0

1

1

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

1

0

1

1

1

1

0

0

Q

O

鑑

綴

詔

欝

嶺

灘

灘

膿

盤

灘

伽
器

鰯
灘

灘

,齢

鰯

0

0

1

1

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

麹
0

0

0

㌔

魏

伽

㈱

微

揃

働

㎜

鰯

謝

燭

M

伽

即

螂

側

幟

躍

鰯

蹴

獅

備

鵬

鵬

㎜

鵬

掴

餅

脇

鵬

斯

鵬

0
・0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一

+

+

輯

+

+

一

噛

「

+

輯

十

十

刷

一

「

+

+

.+

繭

計 se・・i2129…71-・ ・795

平 判 ・・997 ・・9391一 砿・58

Aは 第瓶回 目の人工気胸 を した 日の前 日の尿 の

坐M◎1
Cl

Cは 第1回 目の人工気 胸 を した 日の翌 日の尿 の

NaM◎1

可

Aの 平均値 とCの 平均値 とには有意 の差が あるo、・

一一_30__
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＼
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第 3 表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

鞠

計

A

㌔

㎜
雛

雛

翻

撒
糊

織

灘

鑑

翻

㈹

川
纒

鑑

欝

鍛

鞭

灘

饗

撚

鐙

1

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

L

α

α

L

α

C

謝

鍵

撒

撚

鷹

雛

譜

躍
蜷

朧

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

α

α

0
。

L

L

O
。

α

B--A

十 〇.107

_0.200

'
十 〇.023

_0 .107

0.015

0.185

十 〇.071

0。170

0,056

十 〇.005

十 〇.039

0.03Sl

十 〇.039

0.168

0.127

0.215

0.120鯵

十 〇.058

0.019

'
cLA

一 〇。102

十 〇.026

十 〇.033

_0 。009

0.044。

0.322

_0 .136垂

0.191

十 〇。022

0。142

十 〇.026

0.032

0.03δ

0.003

0.308

0.172

十 〇.137

0.107

0.0027

19.164 18。086 17.753 1.078 メ1
.411

平 均1 1.009 ・・952{ 0.934 0。057 0.074

A鵬 ・回目の人工軸 をした日のii{iHの尿の悪M・11

Bは第・甲 の人工鋤 をした日の尿の舟M・1鞠

C鵬 ・醐 の人工鋤 をした翌日娠 の書M・1

Na尿 の
「可]近01の 乎均 値 よ りも小 さい 。 と言 う こ と

,がで き る。
き

第2表 のAは 第1表 のAと 同じく第1回 目の人

工気胸をした日め前 日の尿の 馳 ・1であり、C

聯 ・醐 の人工気胸をした 臼の翌日の尿の 暮響

Me1で ある◎推計学で検定すると、第1回 目の人

晦 胸をした日の翌日の尿の暑M・1の 平均 値

は・人工気駿 した日の前日の尿の霧 泣・1の平

均 値 よ りも小 さ曳(。.
がへ

人工気胸妹 だし脚 の尿の蕃 逝・1(A)に

iiktし・人工気胸をした聖 の尿の晋 蜘(B)及

夢

ダ

蜂

.～

ぴ人工気胸をした日の翌Hの 尿の告 掘(c)が

どうい う変化 を示すか とい うように、A,B,Cを

全体として見た場合の判嵐を求めるのは、推計学

の時間的経過が どうV・う型にはまつているかを検

定する問題になるので、標本平均経過の信頼楕円

面を求めて検定すると以下のようになる。第3表

のAは 第1.回 目の人工気胸をした日の前日の尿の
Na
ClM。1・Bは 第1回 目の人工気胸をした日の尿の
Na

でr1虹ol・Cは 第1回 目の 人工気胸をした 日の

翌日の尿の 審 蜘 を示すカ㍉ こ蕨 から平均

値の信頼度95%の 信頼楕円を求めて検定すると、

卸 囎 の人工鞠 をした日の前日の尿の 暮罫

一一一31_
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Malの 平均値に比べると、第1回 目の人工気胸を

した日の即 告泌 ・1の平均値も、第 ・朋 の

人工髄 をした日の翌日の馳 霧M・1の 平均値

も共に小さくなるポ

第4表 のAは 第2回 目の人工気胸をした日の前

日の尿の蕃 逝・1、B聯2賄 の入工気胸をし
ぬ

ほ ミ

た晦 の蕃 恥 を示す.推 騨 で齪 する

と・Aの 平 均 値 とBの 平 均 値 とに差 が あ る とは い

え な い 。

Sl第4表

鯉 ＼
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

1

1

1

1

1

1

1

1

A
毒

B B._A

0.901

0.972

1.051

0.956
嵐

0.917卿

0.891

0.790
駄

0.963

1.002 釜

0.914

0.939

0.949

0、961

0.894

1.101

0。S83

0.905

0.762'-0.139

1.003十 〇。031

0。886_0.165

0.908-0.048

0.907-0。010

1。022十 〇.131

1.013十 〇.223

0.966十 〇。003

0.986_0.016

1。121,十 〇。207

0.891'-0。04S

α754=α195

1.056十 〇.095

0。868-O.026

1.056-0.045

1.107矯 ㌔←0.224

0.S79-0.026

計 ・5・989・い6・ ・85ト α・96

平 均1・ ・94・{・ ・9521+・ …2

第5表

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

%

25

26

27

28

A

醐
器

翻

隷

編

機

繊

㈱
機

織

繍

㈱
搬

瀧

㎜
羅

C

驚

謬

瀦

織

欝

幟
…
灘

瓢

翫

機

欄
糊

…
棚
…
蹴

c_-A.

_0.102

十 〇.131

十 〇。158

_0。098

_0。03S

_0。126

十 〇.012

_0。001

_0。151

十 〇。124

_0.040

十 〇。032

_0。 ②28

_-0.035

十 〇.036

十 〇.001

十 〇.104

十 〇。040

-1α060

-0。126

0.000

十 〇。039

_0.293

十 〇。005
塾

十 〇。019

-0.090

十 〇.004

ご0.034

計 い6捌 26・26・1-・ ・27・

駄

Aは 第2回 目の人工気 胸を した前 日の尿 の

坐M。1
Cl

Bは 第2回 目の入工気胸 を した翌 日の尿の

竜 罫 綾M◎1
Cl

Aの 平均 値 とBの 平均値 とには有意 の差が ある

とはいえ ない◎
な

第5表 のAは 第2回 目の人工気胸をした目の前

日の尿の嵜 嵐C鵬2囎 の人工顯 をし

湘 の翌日の尿の嵜 蜘 を示す.擬 学で検定

す ると、Aの 平均値 とCの 平均値とに差があると

平 判 0・94S!0・9381-O・O・0

壽

Aは 第2回 目の人工気胸 を した前 日の尿 の'

2塾M◎1`
Cl

Cは 第2回 目の人工気胸 を した日の翌 日の尿 の

地LM◎lC
l

憂

Aの 平均値ζCの平均値とには有意の差がある

とはいえないo

はbえ なV・。

同様に推計学で検定して見ると、(第1回 目の人

工気胸をし縮 の前日の尿の晋 蜘 の平均値

と・第2朋 の人工気胸をした日の尿の嵜 蝋

の平均値 とには・有意の差力聴 められない。第i
灘

__.32_
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鵬 の人蜘 朧 した日の前日の尿の馳 ・1の

平均値 と第2回 目の人工気胸をした日の翌 日の尿一N
a・の

可 皿01の 平均値とにも有意の差が認められな

い。第3乃 至第5回 目の人工気胸をした日の前 日

の尿の薯 蜘 の平均値と、人工気胸をした日の

.!*の蕃MG1の 平均値とには滴 意磋 が認めら

れな㌔ 疑 乃至第5醐 の人工気弊 する前H
,

の尿のでr]近01の 平均値と・人工気胸をした日の

翌日の尿の晋 蜘 の物 値とには臆 磋 が譜

められない◎第1回 目の人工気胸をした 日の前目

の尿の舟 蜘 の物 値と、第3胚 第5囲 の
薪

Na人工気胸をした日の尿のM
o1の 平均値とにC1

は、有意の差が認められない。第1回 目の人工気

胸をした 日の前日の尿の嵜M・1の 平均値と、第

3乃 至第5回 目の人工気胸をした 日の翌日の尿の
Σ「a
でr盈【olの平均値とにも、有意の差が認められな
い◎

第1回 目の人工気胸に邊入する室気の量によつ

て、 瀞 ・1の融 に差があるであろ狐

第6表 は室気を50cc邊 入した場合で、Aは 第

・回目の人工勲 をした日の前日の尿の舟 蝋

Cは 第1回 目の人工気 胸をした 日の翌 日の尿の

馳 ・1である.淵 学で瀧 するとAの 平均値
とCの 平均 値 とに差 渉 あ る とhえ る。

第7表 は 室 気 を200cc逡 入 した 場 合 で 、A「 は

第・囲 の人工気廠 した日の前日の尿の 霧

Mo1、C'は 第1回 目の 人工 気 胸 を した 日の翌 日の

尿の蕃 蝋 である誰 計学で齪 する酬 の
　

平 均 値 と、C'の 平 均 値 とには 差 が あ る とはbえ な

いo

第6表 の(C-A)の 平 均 値 と、第7表 の(C'

-Aり の 平均 値 とに
、有 意 の 差 が あ るで あろ う

か 。 推 計 学 で検 定す る と、(C-A)の 平 均値 と

(σ 一Aつ の 平均 値 とに は有 意 の 差 が あ る とい え

る。 即 ち第 ε1回 目 の人 工 気 胸 に お い て、 室 気 を

200cc逡 入 した 場 合 よ りも、 室 気 をSOccig入

した場合の撚 人工鞠 の前日の尿の告 珈
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第1回 目の入工 気胸に室気 を50cc挿 入 した場合A

は第・囲 の人工籟 をした前日の尿の書M・1

Cは 第1回 目の人工 気胸 を した 日の翌 日の尿の
s坐M

。1、
Cl

Aの 平 均値 とCの 平 均値 とには有意 の差があ る。
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第1回 目の人工気 胸 に空気 を200cc挿 入 した場 合

嶋 第・回目の人工鋤 をした前日の尿の』讐 醐

C'は 第1回 目の人工気胸 を した 日の翌 日の尿 の

連LM。}
Cl

A'の 平均 値 とCノの平均値 とには有意 の差が あるとは

いえ ない。
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嫡 する・人工気胸をした日の翌日の尿の 霧

遭【・1の減少の平均値が大 きv・。
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喀疾 よりの結核 菌の定性培養 にお σる前庭理 につ'・て

財団法人結核予防会結捜研究所(所長隈部英雄)、

小 川 辰 次 ・ 鳴 海 吾 郎

岡 本 さ か き 隻

1緒 論

此処に我 々が定性培養 と称したのは、喀疫を前

処理し、遠沈してその沈渣を培地斜面に塗抹培養

することにより、結核菌を検禺する従来の方法の

ことであつて、 これは我々の前に発表した一定量

の喀疫を使用して、その一定量を数える定量培養

に対比して①、そう称したのであつて、勿論化学

的の意味のような厳格なもでのはないQ我 たは岡

片倉培地を用いて喀疫を培養することにより、硫

酸法及びアルカリ法を吟味して見たので、此処に

発表する。

n実 験 方法 及び実 験 成績

(1)喀 疲分割の吟味

従来我々」は喀疾を材料 として培養し、その処理

方法等の優劣を比戦するのに喀疫を滅菌試験管に

探 り、 これに少量の滅菌蒸溜水を加え、滅菌した

割箸で充分にかきまわし、なるべ く均等になるよ

うにし、 ζれを処理方法の数に随つて駒込ピペツ

トで、等量に2分 するな り、4分 するなりして、

その分割 した喀疫中に含 まれる菌量が、なるべ く

同量であるようにした。この寿法は喀疫が純膿様

であるような場合には割合簡単に均等とな り、随

つて菌量 も大体平均して配分されるのであるが、

歪

喀湊が膿様の部分と粘液の部分 とが混合してる場

合、殊に粘液の部分が粘稠であ る よ うな場合に

は、長時闇かきまわしてV・ても、なかなか均等に

ならす随つて実験が不確実にな る こ と は免れ潅

V・。それで我々は可及的均等に菌量が配分される

ように乳鉢を使用することにした。即ち滅菌した

乳鉢に無菌的に探取した喀湊を入れ、乳捧 をもつ

て5-10分 位丹念に播ると、喀湊の膿様の部分と

粘液の部分とがよく混つて乳白色となる。これに

2～3滴 の滅菌蒸溜水を加えながら乳捧でよくす り

まぜ、充分に均等にして駒込ピペツトで吸い上げ

るごとの出来る程度にまで、蒸溜水を加えて喀湊

の稀釈液を作 り、心要に応じて、駒込ピペツ トで

同量宛に分けて比較培養することにした◎同憎の

喀疫で・一方は従来の方法で・即 ち割 箸 で掩拝

し、一方は前述の様に乳鉢 を使用して、その菌量

の分布状態を比較したのが第1表 である。

即ち塗抹標本で結核菌の証明出来ない粘液膿様

⑱喀=湊を用い、一方は割箸で、一方は乳鉢を使用
して・駒込ピペツトで0・5cc宛 各4ツ の試験管に

分け・これに4%硫 酸水を 鱒cc宛 加えて洛

滅菌した箸で よく麗搾し、遠心沈澱管に移 し30分

室温に放置し10分 間遠心し、その上澄を棄て、

沈渣を1白 金耳宛岡片倉培地に4本 宛培養し、封

蝋・して37◎Cの 艀卵・器に放置し、4週 目に発育し.


